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【講義ノート】


論文作成ガイダンス


末永　英男


はじめに
　本研究科においては、「論文指導」の科目が設置されており、各科目系（会計系と税法系）
ごとに研究論文を作成することになっている。論文指導では、論文作成のための研究課題の設
定、基本的な文献・資料の収集とその分析方法等について指導を行っている。つまり、論文を
作成するということは、在学期間に学んできたことを一つの研究テーマとして理論的かつ実践
的に検討することで、２年間の集大成としての意味をもっている。
　論文指導の講義時間に問題意識をもって発表とディスカッションを毎回行いながら、論文の
構成や質を高めていく。こういった過程を経ながら、論文を完成させていくことは、例えば、
税務訴訟時における理論武装を行うための基礎となり、論理性をもって思考し、課税当局と相
対していくのに非常に良い訓練の機会となると思われる。
　では、何をもって論文というのか。「論文とは何か」「論文の書き方」などという本が多数出
ているが、共通していることは、「論証する」ということ、しかも人と違う見解や知見が論証
されてなければならないということが挙げられる。そこで、本学の商学研究科の修士論文の審
査基準を参考にすると、次の３点が書かれている。 
①　論旨が明快であり、論証が適切であること。 
②　資料が適切に収集されており、十分に分析・利用されていること。 
③　専攻分野および関連した分野にも目配りができていること。
　これを見てわかるように、本研究科の２年間の学習で、専攻分野やその隣接分野に関する基
礎を学び、その上で、テーマを設定し、資料の収集・分析を行いながら読者を納得させること
のできる文章で、自己の主張の正しさを証明すること、つまり論証すること、これが論文であ
るといえる。
　以下、論文の書き方と心構えについて、講義形式で述べていくこととする。


１　講義の目的
　講義は、レジメに従って行っていきますので、先ず、レジメを手元に準備して下さい。よろ
しいですか。
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［レジメ１］ 


１　講義の目的
・　修士論文は、本研究科の学習の集大成として作成する 
　　→　結果として、税理士試験の科目免除が得られる（科目免除は目的ではない）
・　論文作成の作法を学ぶ


［レジメ１］、先ず、「１講義の目的」からです。
　本講義は、会計専門職研究科２年間の集大成として、会計分野か税法分野かを選択し、「論
文指導」という科目の中で、最終的に修士論文として作成できるように、支援するものです。
皆さんの中には、大学学部時代に卒業論文を書いた経験のない方が沢山います。自分の主張の
ないもの、すなわち一冊の本を要約しただけのもの、他人の意見をただ引用して並べただけの
ものは、論文とはいいません。
　本講義で、論文を書く「作法」を学んで下さい。


２　講義の内容
　次に、「２講義の内容」です。講義の中身に入る前に、お願いと大まかな講義内容について、
話します。［レジメ２］を見て下さい。
　まず、お願いから。今から講義を始めますが、常に、以下の４点を思い浮かべながら聞いて
下さい。つまり、①論文の形を作る、②先行研究を精読し、論点を整理する、③独創的意見は
何か、④パクリは禁物の４点です。


［レジメ２］


２　講義の内容
　常に忘れない４点 
①　論文の形（序論 →本論 →結論）を作る。 
②　先行研究を精読し、論点整理をする。 
③　独創的意見（オリジナリティ）は何か。 
④　盗用（パクリ）は禁物。


　指導の内容 
①　内容面の指導：基本ルール、論点整理、アウトラインの構成 
②　形式面の指導：参考文献の収集や引用の仕方、出典の記載方法 
③　倫理面の指導：剽窃行為（捏造、改ざん、盗用など）
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　この４つの点を講義終了まで、いや論文を作成し終わるまで忘れないでください。
　次に、大まかな講義における指導内容です。論文を作成するための基本的なルールのガイダ
ンスですので、次の３点について指導します。
　先ず論理的な文章をどうやって作るかという論文作成の内容面の指導です。次に引用の仕方
に代表される形式面です。最後に、今、最も重要な「コピペ」に代表される倫理面の指導です。


　それでは、講義の中身に入ります。よろしいですね。
［レジメ３］の「３論文の作成方法と守るべきルール」をご覧下さい。


 
［レジメ３］


３　論文の作成方法と守るべきルール
　（１）論文の実質的要件と形式的要件 
①　実質的要件
　テーマに関する先行研究（業績）を精査し、分析することで、自分なりの意見（オリジ
ナリティ）を見出す。しかもその意見が、新しい視点からの説得力をもった論理的なもの
で、独創的なければならない。 →先行研究の精査・分析、独創的な意見（知見）
　　　（例）独創的な意見（知見）を創造するヒント
　　　　　ａ．反対思考（通説によると、ＡはＢだが、ＡはＣだと主張。）
　　　　　ｂ．深化思考（ＡはＢだが、Ｂの結論に至る分析が不十分だ。） 


②　形式的要件
　論文は、論文構成に慣行的・典型的な形式があるとともに、文献の引用方法にも一定の
決まりがある。　→　論文の構成内容、文献の引用方法、注記の付け方
　　（例）論文の構成内容で一般的なもの


目次
はじめに（序章）
第１章
　第１節
　　１ 
　　　（１） 
第２章
　第１節 
おわりに（終章）
文献リスト


（1）　論文の目的
（2）　論文の構成（論証の課程）
（3）　主張したい結論
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　先ず論文は、ただ思いつくまま書けば良いというのではありません。また、自分の意見を何
の証拠もなく、主張してもいけません。レジメの「（１）論文の実質的要件と形式的要件」の
箇所に掲げていますように、論文の内容には、人とは違う独自の意見、つまりオリジナリティ
があると共に、論文ですから一定の形式を備えていないといけません。言い方を変えれば、形
を作り、その中に魂を入れることになります。
　それでは、レジメの「（１）論文の実質的要件と形式的要件」のところを見て下さい。
　まず、「①実質的要件」です。論文には、自分の主張がなければなりません。そのためには、
テーマに関する先行研究（先達の業績）を精査し、分析することで、自分なりの意見（オリジ
ナリティ）を見出します。しかもその意見が、新しい視点からの説得力をもった論理的なもの、
独創的なものでなければなりません。
　では、独創的な意見をどうしたら創造できるのでしょうか。そのヒントは、レジメの（例）
に示しているように、 １つは、反対思考をすることです。つまり、「通説はＡはＢだが、Ａは
Ｃだと主張する」ことです。もう１つは、深化思考で、「ＡはＢだが、Ｂの結論に至る過程が
まだ分析が不十分だから、このところを分析し直す」という思考方法を採ることです。
　次に「②形式的要件」に進みます。
　論文は、その構成にも慣行的 ･典型的な形式があるとともに、文献の引用方法にも一定の決
まりがあります。つまり、論文の構成内容や文献の引用方法、注記の付け方および文献リスト
の作成方法などには、一定の形式があるので、それに従う必要があるということです。それぞ
れのやり方については、後ほど説明するので、ここでは、論文の構成内容についてだけ説明し
ます。
　レジメの「（例）論文の構成内容で一般的なもの」を見て下さい。構成は、目次を作成する
ことですが、はじめに（序章）に始まり、各章立てがあり、その章の中に節や項があります。
最後におわりに（終章）となり、参照した参考文献リストを示して終わります。目次は、これ
から自分が書く論文の設計図です。つまり、論文の目的があり、その目的達成のために章立て
を中心とした論証の過程を明確にしながら、主張したい結論まで導いて行く。この論証の過程
が、論文で最も大切なことなんだということを肝に銘じて下さい。


　論文の内容と形式について、話しましたので、［レジメ４］の「（２）論文作成の手順」の方
に、入ります。
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［レジメ４］


（２）論文作成の手順
論文作成の手順は、いろいろ考えられるが、１つのやり方を示す。 
　　Step　①　テーマを選択し、仮タイトル（論題）を付ける 


②　「目次」案の作成 
③　「はじめに」案の作成（論文の目的や問題意識を書く） 
④　文献・資料の収集 
⑤　先行研究の精査・分析 
⑥　独創的な意見（知見）を検討する 
⑦　論文のアウトライン（骨格・素案）を作る 
⑧　論文の本格的作成 
⑨　全体の調整と「はじめに」の修正・加筆、「おわりに」の作成 
⑩　引用文献の確認と参考文献リストの作成


　レジメでは、Step ①から Step ⑩まで挙げていますが、これは１つのやり方です。参考にし
て下さい。後で詳しく説明する項目は除外して、ここでは、それ以外の項目について説明しま
す。
　①テーマの設定の仕方は、後で述べますが、論文は、常にテーマとタイトル（論題）を意識
して書くことを忘れないで下さい。③「はじめに」の案を書いてみることで、問題意識をはっ
きりさせることができ、また、自分の理解できてないところがわかります。非常に大切です。
⑦「論文のアウトライ（骨格・素案）を作る」とは、独創的な意見をどういう資料や文献で証
明するのかについて、骨格を考えることです。これは、論文の道筋を間違えないために、絶対
に行って欲しい論文作成のための作業です。


　それでは、論文作成の手順がわかりましたので、今度は、自分の論文が人とは違う独創的な
意見、つまりオリジナリティを出すには、現状での議論の状況を知る必要があります。そうで
ないと、せっかく作成した論文が、すでに先行研究として存在していたり、あるいはレベルの
低い内容では、時間と労力の無駄であり、意味がありません。
　そのような轍を踏まないようにするためには、先達の先行研究を精読して分析し、論点の整
理を確実に行わなければなりません。では、独創的な意見を生み出すにはどうしたらよいか。
その解答を得るために、［レジメ５］にあります「（３）独創的な意見（知見）の創造のための
文献・資料の収集と先行研究の精査・分析」に入ります。
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［レジメ５］


（３）独創的な意見（知見）の創造のための文献・資料の収集と先行研究の精査・分析 


①　文献・資料の収集の意味
　テーマ（仮）が決まり、論文の目的や問題意識がはっきりしたら、いよいよ関係する先
行研究に関する文献や資料の収集になる。
　充実した論文の作成は、この文献・資料の収集の成否にかかっている。思うように文
献・資料が集まらないならば、テーマが難しいか、収集方法が悪いのである。 
　→　思い切ったテーマ変更も考える！ 
　　　　　　※書きたい論文と書ける論文は違う！ 


②　文献 ･資料の効果的な収集方法 
1）大学図書館の活用（現物に触れながら、コピー等をとる） 
2）インターネットの活用
ａ．NACSIS － CAT（国立情報学研究所検索）
ｂ．NDL－ OPAC（国立国会図書館蔵書検索）
ｃ．マガジンプラス（ MAGAJINE PLUS、雑誌記事検索）
ｄ． Yahoo や Google の検索エンジン
　★よい文献･資料を発見することができたら、必ずコピーをとり、ファイリングする。 


3）研究紀要や専門雑誌（ジャーナル）を活用した「芋づる式収集」
　　ウィキペディアや専門学校のテキストは参考文献とは認められません。権威ある研
究機関の研究紀要（論集）や専門雑誌を調査し、その収集文献に引用されている他の
文献を芋づる式に収集する。


　［主な紀要・雑誌］（会計・監査関係）
ａ．各大学・研究所および学会の機関誌・年報など
（例）『管理会計学』（日本管理会計学会）、『減価計算研究』（日本原価計算研究学会）、
『会計プログレス』（日本会計研究学会）


ｂ．『企業会計』（中央経済社）
ｃ．『税経通信』（税務経理協会）
ｄ．『会計』（森山書店）
ｅ．『会計・監査ジャーナル』（第一法規株式会社）
ｆ．『月刊監査役』（日本監査役協会）
ｇ．『月刊監査研究』（日本内部監査協会）など 


③　先行研究の精査・分析
　論文は、先行研究を踏まえた、独創的な意見（知見）を述べたものでなければならない。
先行研究を踏まえるとは、テーマの論点整理を行い、問題意識を明確にすることである。
　したがって、先行研究の精査 ･分析を行わないで自己の主張をしても、それは単なる自
己主張であり、論文とはいわない。
　→　★　先行研究を器用にまとめ、要約に過ぎないものは、論文ではない。
　　　★　自己主張が許されるのは、孔子のみ！「子曰く…」（笑い）


「先行研究の精査・分析」をするとは？ →主要論文を批判的に読むこと
（批判的に読まないと、独創的な意見（知見）が出ない）


　　　★　論文は、「先行研究を網羅的に検討し ･分析して」、「それに批判を加え、新し
い知見を付け加えること」でできあがる。
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　レジメの繰り返しになりますが、「①文献 ･資料の収集の意味」は、まず、論文は、先行研
究や資料の収集に始まりますが、それらの精読と分析を行うことで、論点の整理と自分が論ず
べき論点のレベルをはっきりと認識するところにあります。この作業が、内容充実の点からは、
論文作業の第一歩となりますし、論文の成否を決めると言っても過言ではありません。
　もし、思うように文献等が集まらないのであれば、思い切ったテーマの変更も検討すべきで
す。「書きたい論文と実際に書ける論文は違う！」ということを、知っておいて下さい。
　次に、「②文献 ･資料の効果的な収集方法」です。現代は何といっても、インターネットを
利用した収集でしょう。簡単なのは、「マガジンプラス」や「 Yahoo や Google の検索エンジ
ン」です。しかし、しっかりした論文を仕上げるためには、労を惜しまないこと。つまり、大
学の図書館を利用する。これは実際に現物に触れて取捨選択できます。また、権威ある研究機
関の研究紀要や専門雑誌（ジャーナル）等による芋づる式収集方法を推薦します。これは、既
に専門家の書いた論文等で採用されている引用文献や参考資料等を用いますので、かなりのレ
ベルの文献 ･資料ということになります。
　いずれにしても、良い文献 ･資料は、必ずコピーを取り、ファイリングすることを忘れない
で下さい。
　それでは文献・資料等が集まったら、今度は、最も重要なこれらの先行研究の精読と分析を
行わなければなりません。
　何度も繰り返しますが、論文は、先行研究を踏まえた、独創的な意見（知見）を述べたもの
でなければならない。先行研究を踏まえるとは、テーマの論点整理


4 4 4 4


を行い、問題意識を明確に
することです。したがって、先行研究の精査 ･分析を行わないで自己の主張をしても、それは
単なる自己主張であり、論文とはいわないことを銘記しておいて下さい。
　では、具体的にはどう実践すればよいのでしょうか。独創性、つまりオリジナリティを出そ
うと思ったら、収集した先行研究（文献や資料）は「批判的に読む」ことです。批判的に読む
とは、「なるほどそうか。」と納得して読んでは、駄目です。納得していたのでは、自分の意見
は形成されません。常に、「なぜ。なぜ。」と疑問をもって読むことだと思います。
　論文は、「先行研究や資料を網羅的に検討し」、「それに批判を加え、新しい知見（オリジナ
リティ）を加えること」で、できあがるのだと思ってください。
　おわかり頂けましたか。
　今度は、形式面で手間暇がかかりますが、「身に覚えのない盗用だとか、パクリだとか言わ
れない」ために、引用や脚注、それに参考文献のリストの作成方法などについて、お話します。
　［レジメ６］にあります「（４）脚注及び引用の仕方、出典・参考文献の記載方法」を見てく
ださい。
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［レジメ６］


（４）脚注及び引用の仕方、出典・参考文献の記載方法


　これについては、別に〈出典・参考文献に関する注意事項〉を作成し、論文作成に際し
遵守すべきものとして、ペーパーを公表しているので、これを見て欲しい（本稿末に掲載
しているので参照）。 
①　脚注はなぜ必要か？ → ・信頼できる情報であることの根拠を示す
　　　　　　　　　　　　 ・自分の考えと他人の考えを区別する（盗用


4 4


でない）
　　　　　　　　　　　　 ・補足情報として示す 
②　引用の仕方 → ・形式としては、直接引用、言い換え、要約がある
　　　　　　　　 ・引用に当たる部分をカッコでくくり、出典を明示する
　　　　　　　　 ・アイディアを借りた出典を明らかにする（明らかにしないと盗用
　　　　　　　　　（「パクリ」）とみなされる） 
③　参考文献の記載 → ・巻末に、論文作成に引用または参考にした文献を一覧性のある
　　　　　　　　　　　 リストにする
　　　　　　　　　　 ・リスト化により後進の研究の手助けとなる


［参考文献リスト］の記載例
（１）単行本の場合
　　黒沢　清（1980）『近代会計学』春秋社。
　　末永英男（2016）『法人税法会計論（第８版）』中央経済社。
（２）論文の場合
　　末永英男（2015）「会計基準と公正処理基準の乖離」『税経通信』第70巻第７号 198-204頁


［引用の仕方］
（１）カッコで直接引用する場合
　　…であるが、「法 22条 4項は、企業会計を意味する」（末永（2016）、199頁）ことになる。
（２）要約する場合
　　末永（2015）によると、……という解釈になる（201-203頁）。
（３）脚注で引用や補足する場合
　　税法は、情報提供に重きをおく企業会計とは、ますます乖離するであろう（８）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　注（8）末永（2015）、202頁参照。


　どうですか。他人の作品を借りるときの作法
0 0


について、わかりましたか。しかし、この「脚
注及び引用の仕方、出典・参考文献の記載方法」は、一例であって、総てではありません。論
文提出先の形式に合わせるとともに、指導教授の指示に従って作成して下さい。
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　さて、引用の仕方や参考文献の書き方などわかりましたか。「面倒だな！」とか、「仕事で忙
しいのに、そんな文献収集なんてできないよ！」などと言わないで下さい。余計な盗用（パク
リ）の疑いを掛けられたくない。あるいは自分の論文の価値を高めたいのであれば、面倒でも
この形式を作法


0 0


だと思って守って下さい。


　それでは今度は、自分の主張が正しいということをどうやって証明すればよいのでしょう。
読者を納得させなければなりません。よくいう三段論法はその典型だと思います。つまり、
「ＡはＢである。ＢはＣである。よって、ＡはＣである。」という証明方法です。
　そうです、論証がうまくいかなければ、読者を説得できないことになります。そこで、論証
する方法について説明しますので、［レジメ７］にある「（５）社会科学における論証方法」を
見て下さい。


［レジメ７］


（５）社会科学における論証方法 


①　論文は、論理的に読者を説得させる論理的な文章でなければならない。 
②　論文は、自ら問い（テーマ）を設定し、客観的な論理やデータに基づきオリジナルな
立場や主張（独創的な意見（知見））を論証しなければならない。


［テーマ設定の方法（例）］
ａ．相互に対立する主張から、自説を唱える。
　　「このテーマには、相対立するＡ説とＢ説の主張がある。そこで、本稿では、○○
を調査することで、両者の正当性について検討したい。」


ｂ．通説を批判する。
　　「○○については、Ａが通説といわれている。しかし本稿では、これまであまり着
目されてこなかった××を検討することで、通説とはことなりＢであることを明らか
にしたい。」


［論証の方法（例）］　 →　社会科学は実験ができない
ａ．歴史的研究
ｂ．学説研究
ｃ．判例や事例による研究
ｄ．データに基づいた実証研究 
③　論文は、オリジナルな考察が求められる。 →　単なる要約ではなく、自分の主張を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 行う必要がある。


　論理的に読者を説得させる論理的な文章とは、どう書けばよいのか。そのヒントは、レジメ
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にあるように、テーマ（主題）の設定と論証方法に掛かっていると思います。テーマの設定は、
自説を唱えるか、通説を批判するか、この両者で考えてはどうかと提案しました。どちらにし
ても、「主張したい結論に向かって、どういった材料に基づきながらに、どういった手法を駆
使して証明していくか」が、論文の難しいところです。自然科学は実験ができますが、社会科
学は実験ができません。そこで、皆さんの論文は、論証方法として、通常、レジメに示したよ
うに、歴史研究、学説研究、判例や事例に基づいた研究および有価証券報告書などのデータに
基づいた実証研究が、主流になるということです。
　論文は、テーマを設定し、それを論証すること。論証する過程でどのような手法を用いて証
明するのかが、大切であることはわかりましたか。参考までに、よく知っていることと思いま
すが、租税法の論文を書くときは、この証明する手法として判例と学説を多用します。


　それでは今度は、論文を作成するときの心構えについて、お話します。まだ、記憶に新しい
と思いますが、理化学研究所のある研究者が「 STAP 細胞」の論文を発表しましたが、これ
がデータ等の捏造であるとして、世間を大騒ぎさせました。そうです。論文作成者の倫理感の
問題です。皆さん方が作成される論文も、 １つの科学論文として、著作者の権利（オーサー
シップ）が守られます。それと同時に皆さん方は、他人の研究成果である論文を尊重しなけれ
ばなりません。論文を書くということは、科学者になるということです。
　簡単ではありますが、［レジメ８］の「（６）論文作成者の倫理」を用いて、研究不正や盗用
（剽窃あるいはパクリ）について、考えてみたいと思います。
　
［レジメ８］


（６）論文作成者の倫理


　学術論文として公表された研究成果は、科学者コミュニティだけではなく、広く社会一
般に共有される。科学者が公表された論文を信じて、次の発展した研究を行おうとしたと
き、かかる先行研究に不正（特に、捏造や改ざん）があれば、時間や労力、研究費を空費
化させる。それぞれの研究で先行研究を積み重ね、それを土台にしつつ互いに協力して科
学を発展させていこうとする科学者のコミュニティを、研究不正行為は崩してしまう。 
　→　先行研究の積み重ねの上に科学の発展は成り立っていることを忘れるな！ 
①　研究不正行為の定義　→　文部科学省「研究活動における不正行為への対応等に
　　　　　　　　　　　　　　関するガイドライン」（平成26年8月26日）参照
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　捏造、改ざん、盗用 
②　盗用（剽窃）の例　→　「著作権法」参照
　著者の発表した研究は、オリジナルであり、その内容である知見、アイディア、論証方
法及び書かれた文章は、著者自身のものである（これをオーサーシップ（ authorship）と
いう）。この信頼を裏切る行為が盗用である。
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［盗用の例］
ａ．他人の論文を引用しないで


4 4 4 4 4 4


自分のものかのように転用する
ｂ．未公開の論文（講演会の内容、学生の未公開論文）やアイディアを盗む
ｃ．ウェブサイトの論文等をそのままコピーして、転用する（「コピペ」）
ｄ．出典先を明示しないで他人の研究成果を利用する


　先ず、文部科学省「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」（平成26
年８月26日）を見て下さい。


文部科学省「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」
（平成26年８月26日）


　第３節　研究活動における特定不正行為への対応


１　対象とする研究活動及び不正行為等
　本節で対象とする研究活動、研究者及び不正行為は、以下のとおりとする。
（１）対象とする研究活動
　　本節で対象とする研究活動は、競争的資金等、国立大学法人や文部科学省所管の独立
行政法人に対する運営費交付金、私学助成等の基盤的経費その他の文部科学省の予算の
配分又は措置により行われる全ての研究活動である。


（２）対象とする研究者
　　本節で対象とする研究者は、上記（１）の研究活動を行っている研究者である。
（３）対象とする不正行為（特定不正行為）
　　本節で対象とする不正行為は、故意又は研究者としてわきまえるべき基本的な注意義
務を著しく怠ったことによる、投稿論文など発表された研究成果の中に示されたデータ
や調査結果等の捏造、改ざん及び盗用である（以下「特定不正行為」という。）。
①　捏造
　　存在しないデータ、研究結果等を作成すること。
②　改ざん
　　研究資料・機器・過程を変更する操作を行い、データ、研究活動によって得られた
結果等を真正でないものに加工すること。


③　盗用
　　他の研究者のアイディア、分析・解析方法、データ、研究結果、論文又は用語を当
該研究者の了解又は適切な表示なく流用すること。


　ガイドラインの（２）により皆さんは、「対象とする研究者」であり、（３）の「特定不正行
為」①②③に該当し、とりわけ③の「盗用」が研究者の倫理として是非とも守るべき事項とな
ります。
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　もう１つ研究者の倫理規範として著作権法を見てみましょう。


著　作　権　法
（定義）
第二条　この法律において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに
よる。
一　著作物　思想又は感情を創作的に表現したものであつて、文芸、学術、美術又は音楽
の範囲に属するものをいう。
二　著作者　著作物を創作する者をいう。


（引用）
第三十二条　公表された著作物は、引用して利用することができる。この場合において、
その引用は、公正な慣行に合致するものであり、かつ、報道、批評、研究その他の引用
の目的上正当な範囲内で行なわれるものでなければならない。


（出所の明示）
第四十八条　次の各号に掲げる場合には、当該各号に規定する著作物の出所を、その複製
又は利用の態様に応じ合理的と認められる方法及び程度により、明示しなければならな
い。
一　…の規定により著作物を複製する場合
二　…の規定により著作物を利用する場合
三　…の規定により著作物を利用する場合において、その出所を明示する慣行があるとき。
２　前項の出所の明示に当たつては、これに伴い著作者名が明らかになる場合及び当該著
作物が無名のものである場合を除き、当該著作物につき表示されている著作者名を示さ
なければならない。


　著作権法は第２条１項で、著作物を「思想又は感情を創作的に表現したもの」であると表現
しており、事実の羅列は著作物に当たらない、つまり創造性を有するものでなければならない
としており、したがって、第２項でこの創造性を有するものの創作者でないと、保護に値しな
いと規定しています。また、第32条で正当な範囲での「引用」を、第48条で著作物等を利用す
る場合の「出所」の明示について、規定しています。
　ではなぜ文部科学省や著作権法で、このように倫理規定やガイドラインをおいているので
しょうか。それはレジメにあるように、「先行研究の積み重ねの上に科学の発展は成り立って
いる」からです。皆さんの研究に捏造があれば、それを信じて研究する者を裏切ることになり
ます。また、無断で盗用すれば、著作権者の権利を侵害することにもなるからです。
　いかがですか。科学の発展は、先達の研究の上に成り立っていることが、わかりましたか。
「パクリ」は、先達の権利を踏みにじることになります。くれぐれも注意して下さい。
　さて、この講義の最後の項目になりますが、皆さん方が提出される論文には、主査の先生
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（指導教授）と副査の先生２名の計３名で審査がなされ、最終的には、「学位論文審査」にふさ
れます。そこで、論文評価のポイント（採点要領）の一例を掲げておきますので、参考にされ
て下さい。


論文評価のポイント（論文作成のポイント）


　提出された課題研究は、内容面と形式面に分けて採点される。研究課題を作成する際は、
各テーマにおける論点整理はもちろんのこと、資料を収集・分析し、考察や検討を行い、
自分なりの結論を得ることが求められていることを理解し、採点者を納得させるだけの内
容となるように心がけること。


主題の明確さ テーマを踏まえ「テーマを明確に論じ」「自分の意見が反映されてい
る」かどうか。


独創性 自分なりの知識や見識をもとに、文章に独創性が感じられるか


具体性 テーマのもつ「原因・背景や問題点等の分析」「自分なりの解決策等
を提示」しているか。


説得力 自分の意見を支えるための論拠が、明確で説得力があるかどうか。


構成力 章建てなど、課題研究を適切に構成する能力があるかどうか。


思考力 論理的展開力があるかどうか。


文章表現・表記 誤字脱字などの文章としての破綻がなく、意味が読み取れるかどうか。


（出所）一般財団法人会計教育研修機構東京実務補習所運営委員会「 2016年期・第１回課題研究の実施について」
「５．評価・成績について」 http://www.jfael.or.jp/ja/information/20161222.php（平成29年１月25日受信）より


　論文作成のガイダンスとして、お話しました。インターネットに過度に頼ることなく、また
「コピペ」することなく、自分の足で、参考文献や資料を集めて良い論文を書いて下さい。ま
た、論文をレポートと勘違いしている人や、やたらと箇条書きにする人がいます。論文は、
「論」がなければなりません。しかもその「文」は昔から言われる「起・承・転・結」でなけ
ればなりません。この機会に、もう一度、日本語の良さにも触れて下さい。
　ご清聴、ありがとうございました。


おわりに
　毎年、20名から30名の修士論文を、主査や副査の立場で読んでいる。この経験から、このよ
なガイダンスを書かざるを得なくなった。一言でいうと、論文が、いや日本語が書けない学生
が余りにも増えてきたこと、論文はコピペで繋ぎ合わせればいいんだと思い込んでる学生が増
えたこと、また、他人の作品を盗用することに何の抵抗もない倫理観のない学生が増えたこと
などが、その理由である。
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　本稿で述べた事柄を、「論文指導」の最初の時間に行ったが、当の本人達が論文作成にまだ
実感がなく（俗にいうピーンと来ていない）、その成果は、期待できなかった。しかし、作成
の中間頃で、つまりラフな原稿を提出したあたりでもう一度やると今度は、本当に身になった
ようだった。


（付記）この講義ノートは、「一般財団法人会計教育研修機構」より依頼を受け作成されたｅラーニング用のビ
デオ教材「研究報告書作成ガイダンス講義」で話した内容をベースにして、本学会計専門職研究科用にアレン
ジしたものである。
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